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最近制定されたJAS

⑤モノに関する試験方法の規格

①モノの品質の規格

接着重ね材(2019年)
接着合せ材(2019年)
接着たて継ぎ材(2021年)

精米(2021年)
木質ペレット燃料(制定見込み)

⑥用語に関する規格

錦鯉－用語(2022年)

●品質・互換性の確保
●取引の円滑化、合理的な選択

●正当な評価、適正な取引に寄与

日持ち生産管理切り花(2018年)
人工種苗技術水産産品(2018年)
障害者生産食品(2019年)
持続可能鶏卵･鶏肉(2020年)

有機藻類(2021年)
大豆ミート食品類(2022年)
プロバイオポニックス農産物(2022年)
みそ(制定見込み)

●日本の産品や技術の優位性を
根拠を示してアピール

商品にJASマーク

試験証明書にJASマーク

機能性成分の定量試験方法

べにふうき茶:メチル化カテキン(2018年)
みかん:β-クリプトキサンチン(2018年)
ほうれんそう:ルテイン(2019年)
生鮮トマト:リコペン(2019年)
きのこ(ぶなしめじ):オルニチン(2021年)
魚類：鮮度(K値）(制定見込み)
りんごジュース：プロシアニジン類(制定見
込み)

●持続可能な生産をアピール
●新市場の開拓・新たなニーズの創出に寄与

一般的な品種について定義を明文化

※ （ ）内は、制定された年

②モノの生産プロセス等の規格
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③事業者による取扱方法の規格

④経営管理方法の規格

有機レストランの管理(2018年)
青果市場の低温管理(2019年)
植物工場の栽培管理(2019年)
 ﾉﾝｸﾞﾙﾃﾝ米粉の製造管理(2020年)

●適切な管理をアピール
●生産・経営の改善効率化
●環境に配慮した取り組みを

行っていることをアピール

広告等にJASマーク



まえがき
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精米 JAS0017 2021年12月7日制定

この規格は，日本農林規格等に関する法律第4条第1
項に基づき，一般社団法人日本精米工業会から，日本
農林規格原案を添えて日本農林規格を制定すべきとの申
出があり，日本農林規格調査会の審議を経て，農林水
産大臣が制定した日本農林規格である。



一般社団法人日本精米工業会

http://www.jrma.or.jp/ 3



精米の日本農林規格について（JAS調査会資料3）

現 状

 精米工場の精米品質基準としては、「精米品位規格」、「米穀の品質表示ガイドライン」等、
業界が策定した基準が複数存在しているが、いずれも策定から18年以上が経過。

 近年、精米工場の機械設備、施設、管理システムなどのとう精技術が高度化していることから、
これを踏まえた基準が必要。

効 果

 精米工場の努力を促し、精米品質の向上が促進される。

 消費者の商品選択の参考となり、消費者が自らのニーズに合致した米を購入しやすくなる。

規格の概要

 国内における精米のとう精技術の高度化に伴い、現在の技術水準における精米工場の目標となる
品質の基準を規定。
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精米の日本農林規格の概要について（JAS調査会資料3）

基準項目

白度： 39以上
水分： 15.0%以下
異種穀粒及び異物： 0.0%以下
着色粒： 0.0%以下
被害粒： 1%以下
粉状質粒： 6%以下

砕粒： 3%以下

水浸割粒： 10%以下

○精米の品質について、見た目や炊飯特性に影響を与える基準を設定

着色粒 粉状質粒

被害粒

異物

砕粒正常粒に対する大きさで分類

正常粒 砕粒 異物

適用範囲

水稲うるち精米又は陸稲うるち精米の
短粒種であって、炊飯に供する精米

正常粒
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